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平成28年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします
■総務課から

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ 安　達　広
ひろ

　文
ふみ

菊川第２ ○宮　下　芳
よし

　克
かつ

菊川第３ 緒　方　春
はる

　馬
ま

菊川第４ 山　本　洋
よう

　助
すけ

平　山 ○稲　田　勝
かつ

　浩
ひろ

長　洲 　池　田　栄
えい

　次
じ

長　崎 ○清　家　道
みち

　夫
お

貝　塚 ○鎌　田　克
かつ

　德
のり

八幡野 　山　口　俊
とし

　文
ふみ

本　町 　　岡　　　 勲
いさお

寺新町 宮　川　利
とし

　章
あき

栄　町 ○松　本　敏
とし

　秋
あき

地区名 行政協力員氏名

上　町 永　井　善
よし

　也
や

馬　場  蓮　田　弘
こう

　作
さく

下永ノ岡 　末　 　秀
ひで

　司
し

上永ノ岡 ○小　西　明
あき

　裕
ひろ

和口第１ 　山　本　真
しん

　也
や

和口第２ ○坂　尾　英
えい

　治
じ

長月第１ ○坪　﨑　正
まさ

　行
ゆき

長月第２ 小　松　健
けん

　二
じ

長月第３ 成　宮　敏
とし

　雄
お

長月第４ 　大　峰　新
しん

　一
いち

節　崎 ○大　西　勝
かつ

　典
のり

馬　瀬 ○佐々木　豊
とよ

　行
ゆき

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　健
つよし

赤　水 ○武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 　岡　﨑　正
まさ

　仁
ひと

尻　貝 渡　辺　綱
つな

　大
ひろ

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

中の谷 木　村　健
けん

　一
いち

高　手 ○濵　田　雄
ゆう

　治
じ

灘　前 石　橋　博
ひろ

　道
みち

左右水 丸　田　良
よし

　孝
たか

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○田　中　啓
けいいちろう

一郎

増　田 ○石　河　　 浩
ひろし

小　山 ○浅　山　　 稔
みのる

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○山　口　哲
てつ

　生
お

広　見 ○山　口　高
たか

　司
し

上大道 ○德　岡　　 朗
あきら

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○和　泉　壽
ひさ

　男
お

一本松 ○大　西　浩
ひろ

　樹
き

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 山　本　　 卓
たかし

下組第二 岡　﨑　正
まさ

　武
む

徳　田 岡　原　　 浩
ひろし

宮　川 池　田　延
のぶ

　
しげ

本　村 所　谷　喜
よし

　雄
お

御在所 土　居　　 定
さだむ

大駄場 蕨　岡　　 章
あきら

太　田 岡　﨑　
のり

　行
ゆき

亀之串 中　谷　守
もり

　男
お

八人組 岡　﨑　達
たつ

　美
み

東中屋 中　井　　 毅
つよし

西中屋 德　岡　照
てる

　夫
お

東中組 本　田　久
ひさ

　士
し

中　組 石　河　則
のり

　幸
ゆき

西中組 德　茂　博
ひろ

　人
と

内尾串第一 廣　田　　 薫
かおる

内尾串第二 德　田　雅
まさ

　人
と

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 田　中　宏
ひろ

　一
かず

岡駄場 大　森　智
とも

　和
かず

名　路 赤　松　宣
のぶ

　明
あき

向　山 毛　利　耕
こう

　平
へい

久保江 岡　原　俊
とし

　機
き

東　一 山　下　延
のぶ

　夫
お

東　二 荒　地　　 巧
たくみ

西　一 德　岡　　 朗
あきら

西　二 谷　平　　 浩
ひろし

坪　浜 和　泉　　 久
ひさし

西　組 砂　田　金
かね

　夫
お

東部第一 小　松　清
きよ

　行
ゆき

東部第二 青　木　　 直
すなお

南　部  　井　　 擴
ひろむ

西　部 山　口　　 潤
じゅん

北　部 岩　城　一
かず

　成
なり

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 廣　瀬　　 孝
たかし

広　岡 井　上　　 武
たけし

平　畑 山　本　
くに

　男
お

中　串 武　田　清
きよ

　隆
たか

東小山 溝　垣　郁
いく

　男
お

本村第一 釣　井　基
もと

　洋
ひろ

本村第二 埜々下　正
まさ

　男
お

坂　石 市　村　良
よし

　孝
たか

新　田 吉　村　直
なお

　城
き

大　又 吉　村　智
もと

　生
お

影　平 吉　良　祐
ゆう

　一
いち

名　本 宮　下　清
きよ

　幸
ゆき

奈　呂 田　村　省
しょう

  二
じ

光　野 山　本　和
かず

　弘
ひろ

茶　堂 松　岡　輝
てる

　幸
ゆき

弓　張 大　野　甲
き

子
ね

彦
ひこ

古　宅 德　岡　久
ひさ

　雄
お

　行政協力員及び副行政協力員は、町と町民の皆様をつなぐパイプ役を担っています。
　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）　

御荘地域

一本松地域
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○立　目　長
なが

　俊
とし

魚神山 ○福　森　彦
ひこ

　六
ろく

油　袋 ○平　田　熊
くま

　一
いち

家　串 ○浅　野　　 泰
やすし

平　碆 ○天　白　浩
こう

　司
じ

須ノ川 ○河　野　恭
きょう

  吾
ご

柏　崎 ○高　川　一
かず

　幸
ゆき

柏 ○脇　田　和
かず

　之
ゆき

地区名 行政協力員氏名

越　田 池　田　　 栄
さかえ

弓　立 内　田　　 勝
まさる

小　浦 ○中　田　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 長　岡　健
けん

　治
じ

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 小　谷　信
のぶ

　廣
ひろ

福　浦 福　田　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 ○楠　葉　和
かず

　弘
ひろ

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 　林　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○山　田　正
まさ

　明
あき

山　出 ○川　越　基
もと

　広
ひろ

梶郷上 布　山　清
きよ

　幸
ゆき

梶郷下 松　岡　有
あり

　朋
とも

大道上 　木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下 ○宮　本　秀
ひで

　樹
き

樫　床 米　澤　裕
ゆう

　二
じ

樋　口 松　下　良
よし

　雄
お

西　柳 塚　岡　啓
けい

　三
ぞう

岡 土　居　年
とし

　春
はる

中　緑 谷　口　一
かず

　夫
お

当　時 増　田　東
と し お

司夫

下　緑 尾　田　清
せい

　一
いち

左　谷 金　平　髙
たか

　文
ふみ

太　場 本　田　俊
とし

　男
お

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

神　越 　吉　田　幸
ゆき

　功
なり

中の谷 ○上　田　隆
たか

　光
みつ

鼻 畠　山　喜
よし

　文
ふみ

下長野 ○木　口　二
じ

　朗
ろう

地区名 行政協力員氏名

石井手 ○浅　井　　 通
とおる

伊勢町 ○湯　浅　裕
ひろ

　記
ふみ

矢の町１ 梶　原　岩
いわ

　雄
お

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 松　下　政
まさ

　史
ふみ

中町上 西　本　哲
てつ

　生
お

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ 吉　水　聡
あき

　士
ひと

後　２ 中　平 　　 学
まなぶ

後　３ ○安　岡　道
みち

　雄
お

清　水 前　田　良
よし

　成
なり

沖　１ 　三　浦　文
ふみ

　憲
のり

沖　２ ○松　下　　 誠
まこと

松　本 ○中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 　平　田　　 貢
みつぎ

鳥　越 ○　堀　　友
とも

　一
いち

中　原 ○山　西　　 泉
いずみ

土　居 ○本　田　　 功
いさお

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

地区名 行政協力員氏名

脇　本 　尾　﨑　　 孝
たかし

中　玉 ○本　多　正
まさ

　志
し

大　浜 　武　田　徳
のり

　幸
ゆき

柿ノ浦 前　田　　 浩
ひろし

敦　盛 ○安　岡　幸
こう

　一
いち

岩　水 ○宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 ○　濵　　良
よし

　才
き

東　浜 中　川　健
けん

　一
いち

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 實　好　信
のぶ

　房
ふさ

鯆　越 ○田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 ○浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 竹　田　武
たけ

　久
ひさ

西海地域

城辺地域

内海地域
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木
谷
貞さ
だ

捷か
つ

さ
ん
と
宮
下
建た
て

夫お

さ
ん
に

総
務
省
愛
媛
行
政
相
談
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

■
総
務
課
か
ら

平
成
28
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
に
ぎ
た
つ
会
館
（
松
山

市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
平

成
28
年
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
」
で
、
功
労
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町

の
木
谷
貞
捷
さ
ん
と
宮
下

建
夫
さ
ん
に
、
総
務
省
愛

媛
行
政
評
価
事
務
所
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
両
氏
が
多
年
に

わ
た
り
住
民
か
ら
の
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
た
め
に

地
道
な
活
動
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
木
谷
さ
ん
と
宮
下
さ
ん

の
功
労
に
敬
意
を
表
し
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
28
年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に
辞

令
交
付
式
」
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
退
団
者
の
方
に
感
謝
状
を
贈
り
、
新

任
幹
部
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
本
部
役
員
に
対
し
、
清
水
雅
文
町
長
が
防
火
防

災
に
対
す
る
住
民
へ
の
啓
発
広
報
活

動
や
積
極
的
な
訓
練
の
実
施
を
要
請

し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
幹
部

団
員
に
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

団
長
　
　
　
　
　
　
　
鷹
野
正ま

さ

志し

副
団
長
　
　
　
　
　
　
松
岡
増ま

す

幸ゆ
き

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
小
松
一か

ず

好よ
し

内
海
方
面
隊
長
　
　
　
島
内
登と

よ

き

世
樹

内
海
副
方
面
隊
長
　
　
前
田
　

淳
あ
つ
し

御
荘
方
面
隊
長
　
　
　
坂
本
譲じ

ょ
う
じ司

御
荘
副
方
面
隊
長
　
　
清
家
輝て
る

彦ひ
こ

城
辺
方
面
隊
長
　
　
　
木
村
俊し

ゅ
ん
す
け介

城
辺
副
方
面
隊
長
　
　
山
上
良よ
し

人と

一
本
松
方
面
隊
長
　
　
岡

　

正
た
だ
し

一
本
松
副
方
面
隊
長
　
山
本
清き

よ

人と

西
海
方
面
隊
長
　
　
　
菅
原
千ち

代よ

郎ろ
う

西
海
副
方
面
隊
長
　
　
福
山
弘ひ

ろ

道み
ち

木谷貞捷さん 宮下建夫さん
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南
水
研
で
新
し
く
活
動
を

始
め
た
学
生
を
紹
介
し
ま
す

■
う
み
ら
い
く
愛
南
か
ら

早川 青木 喜多村 大田 レザ
薬師神 岡本 長谷川 インドリ ジェーン
服部 石塚 西川 佐々木 重松

　
今
年
も
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
に
新
し
く
学
生
が
や
っ
て
き
ま

し
た
！
水
産
の
研
究
を
す
る
た
め
に
、

愛
媛
大
学
農
学
部
海
洋
生
産
科
学
特
別

コ
ー
ス
（
海
特
）
と
生
物
環
境
保
全
学
専

門
教
育
コ
ー
ス
（
保
全
）
か
ら
９
人
、
大

学
院
・
留
学
生
６
人
の
学
生
た
ち
が
、

県
内
外
の
様
々
な
地
域
か
ら
愛
南
町
に

移
り
住
ん
で
い
ま
す
。
愛
南
町
を
は
じ

め
南
予
地
域
を
舞
台
に
大
い
に
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

名　前
コース名
・学年

出　身 コ　メ　ン　ト

服部　純
じゅんや

也 海特3回生 愛知県
中泊に住んでいます。研究はもちろんですが、地域の行
事に参加し、文化や歴史も学ぼうと思います。

石塚　拓
たく

真
ま

海特3回生 大阪府
小さい頃から生き物と自然が好きで、それに囲まれた生
活をするのが楽しみです。

西川　宗
むねのり

徳 海特3回生 宇和島市
実家が魚類養殖をしています。多くのことを学び、南予
の水産業を盛り上げるようにしたいと思います。

佐々木　健
けんすけ

輔 海特3回生 静岡県
愛南町で学生生活を送ることができ光栄です。趣味であ
る釣りを通じ、地域と交流し、水産業へ貢献できるよう
日々努力していきたいと思います。

重松　佑
ゆ い

衣 海特3回生 松山市
自然豊かな愛南町で色々なことを学べることを楽しみに
しています。多くの人と関わって大きく成長できるよう
努力します。

薬師神　悦
えつ

子
こ

保全4回生 八幡浜市 地域の水産業に貢献できるよう、これから頑張ります。

岡本　 渉
わたる

保全3回生 島根県
海や魚に興味があり、この豊かな愛南町で研究ができる
ことを楽しみにしています。

長谷川　雄
ゆう

弥
や 保全3回生 奈良県

小さい頃から海関係のことが好きで、目の前が海という
環境に住めることを嬉しく思います。ここでしかできな
い経験を楽しみたいです。

インドリ
アフリアニ
ヤシン

修士1年
インド
ネシア

新しい友人、文化、愛南町の新しい環境で暮らします。
大変なこともたくさんあると思いますが、多くの人々の
助けをかりて、全力を尽くします。

ジェーン
シスウィタサリ
ムルヤナ

研修生
インド
ネシア

日本という慣れない環境の中で皆さんの親切に感謝しま
す。1年という短い間ですが愛南町で水産業を学び地域に
貢献していきたいと思います。

早川　嵩
たけ

人
と

修士1年 岐阜県
スマの研究を通して、新しい産業を興し、愛南町に貢献
できるように頑張ります。

青木　良
りょうた

太 修士1年 栃木県
北里大学を卒業し、愛媛大学大学院に来ました。養殖で
日本の水産業に貢献できる人間になります。

喜多村　鷹
たか

也
や 博士1年 兵庫県

研究では自分の専門分野のみにとどまらず、色々なこと
に挑戦して幅広い知識やスキルを身に着け、仲間たちと
学生生活を思いっきり楽しみたいです。

大田　健
けん

之
の

将
すけ

保全4回生 香川県
山と海に囲まれた愛南町で成長できることを嬉しく思い
ます。大自然を全力で楽しみます。

レザ
モハマドアリ
 ノーマン

修士1年
バングラ
デシュ

魚類の免疫系について研究をしています。自分の研究が
世界の食糧危機解決の手助けになればと思っています。
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「
柑
橘
収
穫
＆
生
搾
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

個
人
農
家
の
皆
様
へ

「
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
」
へ

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を
出
荷
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

新
庁
舎
へ
灰
皿
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
で
は
、「
柑
橘
収
穫
・
生
搾
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
が
旬
の
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
の
収
穫
・
生
搾
り
を
み
ん
な

で
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
18
日（
土
）  

　
　
　
10
時
〜
　（
雨
天
中
止
）　

場
所
　
愛
南
町
緑

定
員
　
10
人
　（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
６
月
14
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
町
が
進
め

る
販
売
支
援
事
業
に
登
録
を
い
た
だ
い
た
個
人
農

家
の
方
と
、
今
年
３
月
か
ら
７
月
の
間
「
横
浜
ベ

イ
ホ
テ
ル
東
急
」
へ
ジ
ュ
ー
ス
用
、
愛
南
ゴ
ー
ル

ド
の
小
玉
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
個
人
農
家
の
方

で
、
新
た
に
「
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
」
へ
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
の
出
荷
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
方
に
更
新

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
21

日
（
火
）
〜
30
日
（
木
）
で
、
町
民
課
又

は
各
支
所
で
手
続
き
は
行
え
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
印
鑑
、健
康
保
険
証
、現
在
交
付
中

の
ひ
と
り
親
（
母
子
）
家
庭
医
療
費
受

給
者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は

在
学
証
明
書
、送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課

税
の
場
合
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
判
定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止

前
の
規
定
に
よ
っ
て
再
計
算
す
る
た

め
、
源
泉
徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る

方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
該
当
と
な
り
ま
す
が
、
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
や
控
除
に
増
減

が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

 

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
愛
南
町
役
場
新
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、御
荘
た
ば
こ
販
売
協
同

組
合
と
Ｊ
Ｔ
四
国
支
社
か
ら
町
に
灰
皿
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、分
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、寄
贈
式
で
清
水
雅
文
町
長
は
「
愛
煙
家
の
職
員
を
は

じ
め
お
客
様
に
は
、快
適
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
吸
う
方
も
吸
わ
な
い
方
も
互
い
の
気
遣
い
に
よ
り
、健

康
で
明
る
い
愛
南
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。
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災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

■
防
災
対
策
課
か
ら

協定を締結し、握手を交わす伊藤孝
たか

徳
のり

南宇和郡

医師会長（写真右）と清水雅文町長、井上貴
たか

博
ひろ

愛

媛県薬剤師会宇和島支部長（写真左）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
初
回
講
習
の

回
数
が
増
え
ま
し
た

■
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
と
南
宇
和
郡
医
師
会
及
び
愛
媛
県
薬
剤
師
会
宇
和
島
支
部
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、医
療
救
護
班
の
編
成
体
制
や
活
動
指
針
等
の
計
画
の
策
定
、

救
護
所
等
へ
の
医
療
救
護
班
の
派
遣
協
力
に
関
す
る
こ
と
、
救
護
所
等
で
の
医

療
救
護
班
の
活
動
内
容
に
関
す
る
こ
と
、
医
療
・
薬
剤
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
医
療
救
護
活
動
の

総
合
調
整
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
医
療
救
護
活

動
を
円
滑
に
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使

用
す
る
に
は
、
初
回
の
み
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
（
講
習
料
は
無
料
）。

　
５
月
か
ら
初
回
講
習
の
回
数

を
増
や
し
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

講
習
日
　

　
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
第
２
・
第
４
土
曜
日

時
間
　

　
14
時
〜
　

　
19
時
〜

準
備
物
　

　
運
動
の
で
き
る
服
装
・
上
履

き
用
シ
ュ
ー
ズ
（
必
須
）
・
利

用
者
証
（
あ
れ
ば
）

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
開
始
10
分
前
ま
で
に
受
付

で
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ  

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

℡
７
２
―

１
１
１
７
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
「
も
し
も
」

の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
。
一
部
免
除
に
は
、
４
分

の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３

免
除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
が
承
認

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象

と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を

除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。
特
例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明

書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利

用
下
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
等

は
、
一
度
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/
4期分

全期

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
６
月
17
日（
金
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
運
動
「
認
知
症
を
知

り
地
域
を
つ
く
る
10
カ
年
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
南

町
で
も
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
・

支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
一
人
で
も
増
や
し
て
い
く
た
め
、

随
時
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
の
合
う

仲
間
（
３
名
以
上
）
と
の
勉
強
会
や
、

職
場
研
修
等
と
し
て
、
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料

で
す
。
講
座
の
日
程
等
は
ご
要
望
に

合
わ
せ
て
調
整
い
た
し
ま
す
。
詳
し

く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ 

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事

務
局（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

育
児
相
談
の
お
知
ら
せ
で
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

無
料
電
話
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
か
ら

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、毎
年
６
月
１
日
〜
30
日
の

間
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
届
け
、児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
個
別
に
現
況
届
の
通
知
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、通
知
に
記
さ
れ
た

場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
毎
月
町
内
５
か
所

で
育
児
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

身
体
計
測
や
個
別
相
談
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
ゆ
と

り
あ
る
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

【
げ
ん
き
っ
子
】（
内
海
）

　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
時
間

：

10
時
〜
11
時
30
分

　
場
所

：

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー

【
み
な
み
っ
子
】（
御
荘
）

　
毎
月
第
４
月
曜
日

　
時
間

：

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
場
所

：

夢
創
造
館

【
す
く
す
く
相
談
】（
城
辺
）

　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
時
間

：

９
時
30
分
〜
11
時

　
場
所

：

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
み
る
く
広
場
】（
一
本
松
）

　
毎
月
第
１
金
曜
日

　
時
間

：

９
時
30
分
〜
11
時

　
場
所

：

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

【
う
み
の
こ
広
場
】（
西
海
）

　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
時
間

：

10
時
〜
11
時
30
分

　
場
所

：

西
海
支
所

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
母
子

健
康
手
帳
を
持
っ
て
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
育
児
相
談

の
詳
し
い
日
程
や
場
所
等
に
つ
い
て

は
、
愛
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

℡
７
３
―

７
４
０
０

　
６
月
27
日
（
月
）
か
ら
７
月
３
日
（
日
）
の
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、
い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
る
無
料
電
話
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
６
月
27
日（
月
）〜
７
月
１
日（
金
）　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
７
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号 

０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

予
約
不
要
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

  

松
山
地
方
法
務
局  

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ

看
護
職
合
同
就
職
説
明
会
２
０
１
６
が

開
催
さ
れ
ま
す

愛
媛
県
看
護
協
会
か
ら

　
看
護
師
不
足
の
解
消
を
目
指
し
て
看
護
職
合
同
就
職
説
明
会

２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す
。
愛
媛
県
内
の
数
多
く
の
病
院
や
施
設
が
一

堂
に
集
ま
り
ま
す
の
で
、就
職
先
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
知
り
た
い
こ

と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
６
月
18
日（
土
）　
11
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー  

企
画
展
示
ホ
ー
ル

対
象
　
看
護
系
教
育
施
設
で
学
ぶ
看
護
学
生

　
　
　
再
就
職
を
希
望
す
る
看
護
職
の
方

問
合
せ

  

　
公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
看
護
協
会  

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

１
２
８
７

お知らせ
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平
成
28
年
度
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

（
愛
南
会
場
）が
開
催
さ
れ
ま
す

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら

細
井
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

　
男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
分

野
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
促
そ
う
と
次
の
日
程
で
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
カ
レ
ッ
ジ（
愛
南
会
場)

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑴
実
施
時
期
　
平
成
28
年
７
月
14
日（
木
）〜
７
月
28
日（
木
）

⑵
会
場
　
愛
南
町
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー（
愛
南
町
御
荘
平
城
３
０
６
３
―

１
） 

⑶
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
各
回
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）（
左
表
参
照
）

⑷
募
集
期
間  

愛
南
会
場
：
平
成
28
年
６
月
７
日（
火
）〜
７
月
７
日（
木
）

⑸
定 

員
　
各
会
場
30
名
程
度

お知らせ

実
施
日
時

テ
ー
マ

内   

容

講  

師

７
月
14
日（
木
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

少
子
高
齢
社
会
の

地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り

〜
男
女
共
同
参
画

社
会
へ
〜

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
、
求
め
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

に
つ
い
て
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

愛
媛
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン

タ
ー

館
長
　

越
智
や
よ
い

７
月
21
日（
木
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

心
に
ゆ
と
り 

笑
っ

て
健
康

〜
落
語
と
簡
単
笑

い
ヨ
ガ
〜

落
語
と
笑
い
ヨ
ガ
を
通
し

て
、
笑
う
こ
と
の
大
切
さ

と
心
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

芸
乃
一
門 

芸
乃
樽
斗

７
月
28
日（
木
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

私
の
町
の

「
男
女
共
同
参
画
」

愛
媛
県
と
愛
南
町
の
男
女

共
同
参
画
社
会
形
成
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
媛
県
男
女
参

画
・
県
民
協
働

課
男
女
参
画
グ

ル
ー
プ
職
員

愛
南
町
企
画
財

政
課
職
員

参
画
は
地
域
力
へ

の
第
一
歩

〜
大
切
に
し
た
い

地
域
の
絆
〜

自
分
の
地
域
の
現
状
を
踏

ま
え
、
自
分
ス
タ
イ
ル
で

ど
う
地
域
に
参
画
し
て
い

く
か
等
に
つ
い
て
、
講
師

の
話
を
参
考
に
考
え
ま
す
。

愛
南
町
連
合
婦

人
会

会
長
　

森
岡
眞
由
美

申
込
み
・
問
合
せ  

　
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
３
３

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う

四
国
総
合
通
信
局
か
ら

　
６
月
１
日
〜
10
日
は「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す
。

　
不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
電

波
利
用
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

  

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局  

℡
０
８
９
―

９
３
６
―

５
０
５
５

お知らせ
　
こ
の
３
月
で
県
立
南
宇
和
病
院

小
児
科
の
細
井
先
生
が
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

　
愛
南
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
愛
南
町
の
海
を
好
き
に
な
っ
て
、

勤
務
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。細
井
先
生
の

お
か
げ
で
心
配
な
く
、救
急
時
に
病

院
へ
行
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
細
井
先
生
が
退
職
さ
れ
た
あ

と
、
小
児
科
の
先
生
が
い
な
く
な

る
と
本
当
に
困
り
ま
す
。

　
ど
う
な
る
の
か
不
安
に
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、県
立
南
宇
和
病
院
の

先
生
方
や
、サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ

て
い
た
愛
媛
大
学
附
属
病
院
の
檜

垣
先
生
の
お
か
げ
で
、愛
媛
大
学
附

属
病
院
や
、宇
和
島
市
立
病
院
か
ら

毎
日
応
援
に
き
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
細
井
先

生
も
月
曜
日
と
火
曜
日
に
続
け
て

き
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。
「
救
急

時
も
安
心
し
て
下
さ
い
。」
と
言
っ

て
も
ら
え
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　
今
年
度
も
、
守
る
会
は
、
い
ろ

い
ろ
な
方
の
力
を
借
り
て
地
域
医

療
に
つ
い
て
学
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
６
月
13
日

（
月
）
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
で
10
時

30
分
か
ら
救
命
講
習
会
を
子
育
て

支
援
の
方
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま

す
。
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守

る
会  

℡
７
３
―

２
２
８
８
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「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー
ク
」
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
で
は
、
知
事
が
地
域
に
出
か
け
て
地
域
住
民
と
気
軽
に
意
見

交
換
を
行
い
、
地
域
の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
県

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、「
知
事
と
み
ん
な
の
愛え

顔が
お

で
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
、「
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
中
村
時と
き

広ひ
ろ

知
事
が
地
域
の
皆
様
方
に
直
接
お
話
し
し
ま
す
。

　
傍
聴
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
者
は
、
原
則
と
し
て
意
見
交
換
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
24
日（
金
）　
14
時
30
分
〜

会
場
　
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
１
階
大
ホ
ー
ル

定
員
　
50
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
締
切
日
　
６
月
21
日（
火
）

申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
南
予
地
方
局
地
域
政
策
課  
  

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

お知らせ

「
愛
南 

か
ん
じ
き
ょ
う
し
つ
」
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
大
学
か
ら

　
外
国
人
の
た
め
の
漢
字
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
愛
南
町
の
外
国
人
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
漢
字
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
の
方
も
漢
字
教

室
の
見
学
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
18
日（
土
）　
16
時
か
ら
20
時
ま
で

場
所
　
平
城
公
民
館 

研
修
室

問
合
せ

  

愛
媛
大
学 

国
際
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー 

髙
橋
研
究
室 

℡
０
８
９
―

９
２
７
―

８
２
８
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス ta

ka
ha
shi.shiino.m

m
@
ehim
e-u.a

c.jp

お知らせ

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者

歯
科
口
腔
健
康
診
査
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
歯

科
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
い
食
事
、
楽
し
い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
歯
科
口
腔

健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
対
象
者
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

１
　
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方

２
　
施
設
等
へ
入
所
・
入
居
し
て
い
る
方

★
健
診
項
目
　
①
問
診
②
歯
の
状
態
③
口
腔
機
能
評
価
④
保
健
指
導     

★
申
込
方
法
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
電
話
等
で
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
、
受
診
票
、
質
問
紙
、
実
施
歯
科
医
院
一
覧
表
を
セ
ッ

ト
に
し
て
郵
送
し
ま
す
。

※
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
受
診
を
お
勧
め
す
る
方
に
は
、
ク
ー

ポ
ン
券
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

★
受
診
期
間
　
平
成
28
年
６
月
１
日（
水
）〜
平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

（
期
間
中
に
１
回
）

★
受
診
方
法
　
ク
ー
ポ
ン
券
等
が
届
い
た
ら
、
事
前
に
電
話
等
に
て
健

診
実
施
歯
科
医
院
に
ご
予
約
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
受
診
場
所
　
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
を
実
施
す
る
歯
科
医
院

　
ク
ー
ポ
ン
券
と
一
緒
に
実
施
歯
科
医
院
一
覧
表
を
同
封
し
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
愛
媛
県
歯
科
医
師
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

事
業
課
医
療
給
付
係
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お知らせ



p20広報あいなん

　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※相談人数は５人までで事

前予約が必要です。定員に

達した場合は受付を終了し

ます。

　６月１６日（木）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月８日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）までお
問い合わせください。

「良いものだけが残っていく」－あいなん音故地新－
　あたしが今、学んでいる東洋医学は中国医学だけでなくインド医学やユナニ医学などあ

らゆる世界の医学を含んだもので、何千年も遡った時代から受け継がれてきてる。最新の

医療機器や薬に溢れる時代になんで鍼灸が生き残ってるのか不思議やった。

　あるミュージシャンが、昔の音楽は良かったという人がいるけれど、それは間違いで昔

も質の低い音楽はたくさんあった。でもそれらは時と共に忘れ去られ良いものだけが残っ

てる、と語ってた。なるほど、これか!と思った。

　今、良しとされてる最新の治療法も百年後には消えとるかもしれん。もっといい治療法

がみつかったり、イマイチやったなってなくなったり。そんなことを考えると何千年も続

いてきた鍼灸っていうのは夢がある。鍼灸の効果は解明されてないことも多いんやけどそ

れを聞くともっとワクワクする。

　古くから伝わるものにはどれも人々の経験の中で生まれ

たもの。時の流れの中で厳選されて現代にまで残された。

地方に残る言い伝えや行事、暦の意味も知ってみると面白

いかもしれん。　　　　　　　　　　　　 （テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノ

ヒラ」のボーカルとして、東京を

拠点に全国で活躍中。城辺小～城

辺中～南宇和高校出身

「
え
ひ
め
夢
提
案
」制
度 

　
春
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
し
た
い
と
き
に
、
県
の
規
制

緩
和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
「
え
ひ
め
夢

提
案
」
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
期
間

：

６
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

〇
応
募
方
法

：

所
定
の
「
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
」
に
記
入
の
う
え
、
Ｅ

メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
提
出

問
合
せ

   

愛
媛
県
地
域
政
策
課
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メ
ー
ル

：yum
e-teia

n@
pref.ehim

e.jp

お知らせ

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

〜
八
幡
濱
港
町
め
ぐ
り
〜

愛
媛
県
か
ら

　
か
つ
て
商
港
と
し
て
栄
え
た
、
当
時
の
面
影
を
遺
す
古
い
町
並
や
酒

蔵
巡
り
な
ど
が
で
き
る
町
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
６
月
５
日（
日
）〜
11
月
20
日（
日
）

場
所
　
八
幡
浜
み
な
っ
と
集
合

申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

八
幡
浜
市
役
所 

商
工
観
光
課 
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